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お名前

　必要事項をご明記の上、弊社へFAXでお申

込み下さい。

弊社で確認後、必ず受領のご連絡をいたしま

して受講券、請求書、会場の地図をお送りい

たします。

　セミナーお申込み後のキャンセルは基本的

にお受けしておりませんので、ご都合により出

席できなくなった場合は代理の方がご出席く

ださい。

     〒135-0016　東京都江東区東陽3-23-24　VORT東陽町ビル7階
TEL)  03‐5857‐4811  FAX)  03‐5857‐4812  URL)  https://www.rdsc.co.jp/

 NO. 240838

◆日時：2024年8月29日（木） 10:30～16:30

◆会場：自宅や職場など世界中どこでも受講可

◆受講料 ： 1名につき55,000円（税込、資料付）

お申込み･振込に関する詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/entry

個人情報保護方針の詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/privacy□Eメール　　□ 郵送 会員登録（無料）　※案内方法を選択してください。複数選択可。

いかに副作用被害を最小限にとどめることが出来るのか？？
より具体的な活用方法として種々の疫学的手法を習得！

本セミナーは「Zoom」を使ったWEB配信セミナーとなります。Zoomを使ったWEB配信セミナー受講の手順
　１）Zoomを使用されたことがない方は、こちら（https://zoom.us/download#client_4meeting）からミーティング用Zoomクライアントをダウンロードしてください。ブラウザ版でも受講可能です。
　２）セミナー前日までに必ず動作確認をお願いします。はじめかたについてはこちら（https://www.rdsc.co.jp/files/instruction/zoom.pdf）をご覧ください。
　３）開催日直前にWEBセミナーへの招待メールをお送りいたします。セミナー開始10分前までにメールに記載されている視聴用URLよりご参加ください。
　・セミナー資料は開催前日までにお送りいたします。無断転載、二次利用や講義の録音、録画などの行為を固く禁じます。

エピデンスベイスド　代表　青木 事成 氏

☆講師

5.規制サイドの変化とRWD活用への期待

　5-1. 薬機法改正の歴史は薬害の歴史?!

　5-2. 製造販売後データベース調査の登場

　5-3. MID-NETプロジェクトがもたらしたもの

　5-4. 通知から見える製造販売後データベース調査の“出口戦略”

　5-5. 通知からみえる記述疫学、時系列分析での活用

　5-6. 個人情報保護法改正の動き

　5-7. 次世代医療基盤法改正の動き

6.「クセが強い」RWDと向き合う

　6-1. 選択バイアスに気付けるようにする

　6-2. 情報バイアスに気付けるようにする

　6-3. 交絡を制御する方法論　

7.疫学研究デザインを学ぶ

　7-1. STROBE声明                       7-2. RECODE声明

　7-3. コホート研究 　                     7-4. ケース・コントロール研究

　7-5. 自己対照モデル 　                7-6. システマティック・レビュー

8.疫学・統計手法を学ぶ

　8-1. 層別解析                          　8-2. 生存時間分析

　8-3. ロジスティック回帰分析 　       8-4. 傾向スコア法

　8-5. IPTW法 　                         　8-6. 時系列分析 

1.承認時に残される課題を整理する

　1-1. 1000人に1人発生する重篤な副作用リスク

　1-2. 長期処方による血球減少リスク、色素沈着リスク

　1-3. 高齢者、妊婦、小児、合併症患者への処方リスク

2.RWDの活用が出来なかった時代の対処策

　2-1. 個別副作用症例集積の限界

　2-2. 使用成績調査の限界

　2-3. リスク最小化活動の限界

3.過去のユースケースから現代版「最適解」を考える

　3-1. 催奇形性のリスク　　　　　 　3-2. スモン

　3-3. 飲み合わせのリスク　         3-4. 心毒性のリスク

4.RWDはいかにしてPVに役立つのか

　4-1. 現時点での活用可能なRWD

　4-2. 将来へ向けた電子カルテ標準化がもたらすもの

　4-3. 将来へ向けた次基法DB、NDBのPV活用

　4-4. 将来へ向けた画像・音声・動画とAI活用

　4-5. 将来へ向けたPHR、ウェエアラブルデバイスの活用

　4-6. 将来へ向けたゲノム情報の活用

☆プログラム

リアルワールドデータ活用時代の
ファーマコビジランス活動のポイント【LIVE配信】

セミナーお申込みＦＡＸ
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※お申込み確認後は弊社よりご連絡いたします。

1名分料金で
　2人目無料

※会員登録（無料）をしていただいた方には下記の割引・特典を適用します。

　　　・1名でお申込みされた場合、1名につき49,500円（税込）

　　　・2名同時でお申し込みされた場合、2人目は無料（2名で55,000円（税込）


